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2023年

5月号

高齢者世帯の収入は年間「332万円」
所得内訳や年金以外の収入源を調査

　
総
務
省
統
計
局
に
よ
る
と
、

2
0
2
2
年
の
日
本
に
お
け
る
6
5

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
3
6
2
7

万
人
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は

2
9
％
と
過
去
最
高
、
そ
し
て
世
界

最
高
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

高
齢
者
の
人
口
は
増
え
続
け
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
2
0
4
0
年
に
は
総

人
口
の
3
5
％
に
達
す
る
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
み
、
年

金
受
給
額
に
関
す
る
不
穏
な
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
交
う
な
か
、
老
後
の
収
入

が
気
が
か
り
な
人
も
少
な
く
な
い
は

ず
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
「
国
民
生
活
基
礎

調
査
」（
2
0
2
1
年
）
に
よ
る
と
、

高
齢
者
世
帯
の
約
2
5
％
が
、
公
的

年
金
・
恩
給
の
み
を
収
入
源
と
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」

で
は
、
高
齢
者
世
帯
の
平
均
総

所
得
は
年
間
約
3
3
3
万
円
で

す
。
平
均
総
所
得
の
う
ち
、
公
的

年
金
・
恩
給
が
約
2
0
7
万
円
、

稼
働
所
得
が
約
7
1
万
円
、
そ
の

ほ
か
財
産
所
得
や
個
人
年
金
な

ど
を
含
め
た
額
が
約
5
5
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
重
要
な
の
が
「
そ
の

他
」
の
項
目
で
す
。「
そ
の
他
」

は
仕
送
り
の
ほ
か
、
企
業
年
金
や

個
人
年
金
で
す
。
さ
ら
に
、
財
産

所
得
（
債
券
の
運
用
に
よ
る
利

子
所
得
や
株
式
運
用
に
よ
る
配

当
所
得
、
不
動
産
賃
貸
料
な
ど
）

や
、
年
金
以
外
の
社
会
保
障
給

付
金
（
高
齢
者
医
療
給
付
費
、

老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
お

よ
び
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

費
）な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

年
金
以
外
の
収
入
源
の
確

保
が
、
老
後
の
ゆ
と
り
に

つ
な
が
る

　
内
閣
府
に
よ
る
「
令
和
2
年

版
高
齢
社
会
白
書
」
が
示
す

労
働
力
人
口
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
1
9
8
0
年
か
ら

2
0
1
9
年
ま
で
の
約
4
0
年

間
、
労
働
力
人
口
に
占
め
る

6
5
歳
以
上
の
割
合
は
、
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
国
民
生
活
基
礎
調

査
」（
2
0
2
1
年
）
に
は
、

5
0
％
以
上
の
高
齢
者
世
帯

が
「
生
活
が
苦
し
い
」
と
感
じ

て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り

ま
す
。
高
齢
者
の
人
口
や
就
業

者
の
割
合
が
増
え
る
今
、
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
ゆ
と
り
の

あ
る
老
後
に
備
え
て
、
公
的
年

金
以
外
の
収
入
源
を
確
保
す

る
こ
と
が
、
重
要
な
課
題
と
な

り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

2023年4月3日
PR TIMES
（株式会社アスカネット）
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メ
ー
デ
ー
、
富
山 

高
岡
御
車
山
祭

八
十
八
夜
、
奈
良 

東
大
寺
聖
武
天
皇
祭

憲
法
記
念
日
、
山
口 

下
関
海
峡
祭
、
福
岡 
博
多
ど
ん
た
く(

〜
４
日)

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日
、
立
夏
、
神
奈
川 

国
府
祭

世
界
赤
十
字
デ
ー

茨
城 

笠
間
稲
荷
御
田
植
祭

岐
阜 

長
良
川
鵜
飼
開
き
、
東
京 

下
谷
神
社
祭(

〜
14
日)

岐
阜 

大
垣
祭(

〜
14
日)

母
の
日
、
島
根 

出
雲
大
社
大
祭
礼(

〜
16
日)

沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日
、
滋
賀 

大
津
三
井
寺
千
団
子
祭(

14
日
〜)

東
京 

神
田
祭(

〜
14
日)

奈
良 

興
福
寺
薪
御
能(

19
日
〜)

奈
良 

唐
招
提
寺
う
ち
わ
ま
き
、福
井 

三
国
祭
・
山
形 

酒
田
ま
つ
り(

〜
21
日)

小
満
、
静
岡 

伊
豆
下
田
黒
船
祭(

19
日
〜)

、
東
京 

浅
草
三
社
祭(

19
日
〜)

本
願
寺
宗
祖
降
誕
会

東
京 

五
條
天
神
社
例
大
祭
、
東
京 

湯
島
天
満
宮
例
大
祭(

〜
28
日
）

福
岡 

筥
崎
宮
さ
つ
き
大
祭(

〜
28
日)

その他(8.7%)
社会保障給付金
(0.6%)

財産所得
(6.9%)

稼働所得
(21.5%)

公的年金・恩給
(62.3%)

高齢者世帯の所得内訳

2021年
国民生活基礎調査
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2
0
2
3
年
1
月
3
1
日 

P
R
E
S
I
D
E
N
T
オ
ン
ラ
イ
ン

J
タ
ウ
ン
ネ
ッ
ト

6
0
代
は
「
ま
だ
」
と
「
ま
だ
ま

だ
」
を
大
切
に
し
よ
う

　「
も
う
」
と
い
う
言
葉
は
、「
歳
だ

か
ら
」
と
い
う
言
葉
に
つ
な
が
り
ま

す
。「
も
う
歳
だ
か
ら
」
と
自
覚
し

た
と
き
か
ら
、
ほ
ん
も
の
の
老
い
は

始
ま
る
と
思
い
ま
す
。「
も
う
」
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
「
ま
だ
」
を

口
癖
に
し
た
い
も
の
で
す
。
き
っ
と

別
の
生
き
方
が
訪
れ
ま
す
。
わ
た
し

は
7
5
歳
に
な
る
今
で
も
、
現
役
の

漫
画
家
で
す
。

　「
引
退
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
職
人
な
ど
が
、

引
退
を
口
に
し
、
現
役
を
退
き
ま

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
「
体
力
的
な

問
題
」
で
す
。
体
力
の
限
界
を
感
じ

る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
「
も

う
歳
だ
か
ら
」
と
同
じ
で
す
。
引
退

と
は
、
そ
れ
で
人
生
が
終
わ
り
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
も
う

歳
だ
か
ら
、
こ
れ
は
や
め
る
」
と
い

う
意
味
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
第
二
の
人
生
で
、
ほ
か
の
こ
と
な

ら
「
ま
だ
、
で
き
る
」
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
ヤ
ン
グ
・

オ
ー
ル
ド
」
以
上
の
人
に
は
、
前
向

き
な「
引
退
」を
お
す
す
め
し
ま
す
。

「
ほ
か
の
こ
と
な
ら
ま
だ
や
れ
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
た
し
も
漫
画

家
を
い
つ
か
引
退
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
も
し
そ
う
な
っ
た
と
し
て
も

わ
た
し
の
人
生
は
漫
画
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
仮
に
漫
画
家
は
引
退
し

て
も
、
好
き
な
ワ
イ
ン
や
料
理
を
、

も
っ
と
深
め
て
い
く
と
い
う
道
が
あ

り
ま
す
。
で
も
、
わ
た
し
は
ま
だ
引

退
し
た
く
な
い
の
で
、
好
奇
心
を
持

ち
続
け
、
健
康
に
気
を
遣
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
、
や
り
た
い
こ
と
だ

ら
け
だ
か
ら
で
す
。

　
最
後
に
6
0
代
の
人
が
、
ド
キ
ッ

と
す
る
言
葉
を
贈
り
ま
す
。「
一
生
、

そ
れ
を
や
ら
な
い
ま
ま
で
い
い
ん
で

す
か
」「
ま
だ
」
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。「
ま
だ
ま
だ
」
こ
れ
か
ら
な
の
で

す
。

　
初
め
て
見
た
人
は
不
思
議
に
思

う
光
景
か
も
し
れ
な
い
。
太
宰
治
の

遺
体
が
発
見
さ
れ
た
6
月
1
9
日

は
「
桜
桃
忌
」
と
呼
ば
れ
、
禅
林
寺

（
東
京
都
三
鷹
市
）
に
あ
る
墓
に
は

毎
年
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
。
な

か
で
も
目
を
引
く
の
は
、墓
石
の「
太

宰
治
」
の
文
字
に
詰
め
こ
ま
れ
た
サ

ク
ラ
ン
ボ
だ
。一
見
イ
タ
ズ
ラ
か
と

思
わ
れ
か
ね
な
い
が
、
こ
の
行
為
は

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
て
、
フ
ァ
ン

の
間
で
は
有
名
だ
。
そ
も
そ
も
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
風
習
が
あ
る
の
か
。

　
太
宰
は
1
9
4
8
年
6
月
1
3

日
、
山
崎
富
栄
と
い
う
女
性
と
共
に

玉
川
上
水
に
入
水
心
中
し
、
1
9
日

に
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
。「
桜
桃
忌
」

と
い
う
名
前
は
、
太
宰
が
死
の
直
前

に
書
い
た
短
編
小
説
「
桜
桃
」
と
、

こ
の
季
節
に
実
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
太

宰
の
イ
メ
ー
ジ
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い

と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
太
宰
の
弟
子

の
１
人
で
あ
る
桂
英
澄
の
著
書
「
桜

桃
忌
の
三
十
三
年
」
に
は
、
桜
桃
忌

が
始
ま
っ
た
当
初
の
様
子
が
綴
ら
れ

て
い
る
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
詰
め
込
む

行
為
に
つ
い
て
は
、3
6
、3
7
ペ
ー

ジ
に
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
桜
桃
と
酒
を
墓
前
に
供
え
る
の
は

む
ろ
ん
だ
が
、『
太
宰
治
』
と
い
う

文
字
の
窪
み
に
桜
桃
を
嵌
め
こ
む

こ
と
は
、
墓
石
に
酒
を
注
ぐ
の
と
と

も
に
、い
つ
と
な
く
つ
き
も
の
の
行

事
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」い
つ
誰

が
始
め
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
少

な
く
と
も
こ
の
書
籍
が
刊
行

（
1
9
8
1
年
）さ
れ
る
前
か
ら
ず
っ

と
続
い
て
い
る
よ
う
だ
。
と
は
い
え

日
が
経
て
ば
サ
ク
ラ
ン
ボ
も
腐
り
、

片
付
け
が
大
変
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
禅
林
寺
に
聞
い
て
み
た
が
、

桜
桃
忌
は
禅
林
寺
が
特
段
何
か
を

行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
サ
ク

ラ
ン
ボ
を
詰
め
る
こ
と
に
対
し
て
は

「
良
い
も
悪
い
も
な
い
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

自
分
史
作
成
サ
ー
ビ
ス

　
株
式
会
社
こ
こ
ろ
み
（
東
京
都
）

と
株
式
会
社
西
日
本
新
聞
プ
ロ
ダ

ク
ツ
（
福
岡
県
）
は
、
自
分
史
作
成

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
業
務

提
携
を
結
び
、
自
分
史
作
成
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
西
日
本
新
聞
社
が
運
営
す
る
通

販
サ
イ
ト
「
西
日
本
新
聞
セ
レ
ク
ト

モ
ー
ル
」
上
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
ご
自
宅
や
ご
希
望
の
場
所

へ
伺
い
、
話
し
や
す
さ
を
重
視
し
た

２
名
体
制
で
の
取
材
を
行
い
、
お
客

様
の
お
生
ま
れ
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
の
道
の
り

を
と
こ
と
ん
「
聞
く
」
こ
と
に
こ
だ

わ
っ
て
、
自
分
史
を
制
作
し
ま
す
。

ご
自
身
で
原
稿
を
書
く
必
要
が
な

い
た
め
、
今
ま
で
自
分
史
の
制
作
に

敷
居
の
高
さ
を
感
じ
て
い
た
方
で
も

気
軽
に
お
作
り
い
た
だ
け
ま
す
。

2
0
2
3
年
3
月
7
日
　
P
R 

T
I
M
E
S

(

株
式
会
社
こ
こ
ろ
み
・
株
式
会
社
西
日
本
新
聞
プ
ロ
ダ
ク
ツ)

島
耕
作
シ
リ
ー
ズ
の
漫
画
家

弘
兼
憲
史
さ
ん
が
語
る

6
0
歳
か
ら
…
1/5

太
宰
の
墓
石
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
押
し
込
む

謎
の
風
習 

誰
が
何
の
た
め
に
？ 
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マスコミ通信　mass communication report(3)  

個性豊かなお坊さまたち…
2023年3月14日 

PR TIMES （株式会社 MUGENクリエイションズ）

2022年9月3日
週刊現代

歌う僧侶  薬師寺寛邦の般若心経コンサート
　
2
0
2
2
年
、
初
め
て
の

生
コ
ー
ラ
ス
隊
に
よ
る
般
若

心
経
コ
ン
サ
ー
ト
を
東
京
、

大
阪
の
２
公
演
で
開
催
し
、

大
反
響
を
得
た
「
般
若
心
経

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
。

　
薬
師
寺
寛
邦
は
ギ
タ
ー
を

持
ち
歌
う
僧
侶
と
し
て
、
国

内
外
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
。Y
o
u
T
u
b
e
で
は
、

般
若
心
経
の
関
連
動
画
の
総

再
生
回
数
が
、
世
界
で
８
０

０
０
万
回
以
上
と
い
う
驚
異

の
数
字
を
叩
き
出
し
な
が
ら
、

そ
の
活
動
は
地
道
で
実
直
。

お
経
の
リ
ア
ル
感
と
重
厚
感

が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
す
。

4
月
2
2
日
の
愛
媛
公
演
の

後
、
5
月
に
は
待
望
の
ア
ジ

ア
ツ
ア
ー
が
待
っ
て
お
り
、

今
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

フ
ァ
ン
の
方
々
の
大
き
な
期

待
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　『
祈
り
』
と
は
、
決
し
て
特

別
な
も
の
で
は
な
く
、
お
経

を
唱
え
る
と
い
う
の
も
必
ず

し
も
お
仏
壇
の
前
で
し
な
く

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
も
っ
と

日
常
の
中
で
瞑
想
の
よ
う
に

取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
自

分
と
向
き
合
う
時
間
を
大
切

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
。』
と
、

薬
師
寺
寛
邦
は
話
し
ま
す
。

　
海
外
の
フ
ァ
ン
の
方
も
来

ら
れ
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
る
現
代
人
に
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
体
感
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
少
し
日
常
か

ら
解
き
放
た
れ
た
空
間
に

浸
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
心
と
体

を
癒
し
、
自
分
自
身
を
見
つ

め
直
す
素
晴
ら
し
い
こ
の
機

会
に
、
是
非
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
う
ち
な
る

平
和
と
心
の
安
定
を
得
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
る
家
の
葬
儀
を
担
当
し

て
い
る
と
き
、
喪
主
に
妙
な

相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
。

「
ウ
チ
の
菩
提
寺
に
、
葬
儀
の

時
間
を
1
時
間
早
め
て
知
ら

せ
て
も
ら
え
な
い
か
？
」。
話

を
聞
い
て
み
る
と
、
ご
住
職

は
自
称
低
血
圧
で
、
法
要
を

営
む
と
き
は
決
ま
っ
て
遅
刻

す
る
の
だ
そ
う
だ
。
た
だ
、

喪
主
の
ご
要
望
を
受
け
入
れ

る
の
は
か
な
り
難
し
い
。
ご

住
職
だ
け
に
ウ
ソ
の
時
間
を

伝
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

葬
儀
の
日
程
は
、
お
知
ら
せ

状
や
案
内
看
板
に
も
明
記
さ

れ
る
た
め
だ
。
ご
住
職
に
は
、

「
ど
う
ぞ
早
め
の
お
支
度
を
」

と
告
げ
る
に
と
ど
め
る
し
か

な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
私
は
ご
住
職
の

遅
刻
癖
を
舐
め
て
い
た
。
ご

住
職
は
開
式
か
ら
1
0
分
を

過
ぎ
て
も
現
れ
ず
、
慌
て
て

お
寺
に
連
絡
を
入
れ
た
。
す

る
と
、
電
話
に
出
た
の
は
ご

住
職
「
今
か
ら
支
度
し
て
、

す
ぐ
行
き
ま
す
。 

3
0
分
後

に
は
な
ん
と
か
！
」。
式
場
に

戻
っ
て
、
参
列
者
に
開
式
が

遅
れ
る
こ
と
を
告
げ
た
。

　
参
列
者
は
、ト
イ
レ
に
行
っ

た
り
休
憩
所
で
雑
談
し
た
り

し
始
め
る
も
、
親
族
や
ご
近

所
の
檀
家
仲
間
は
「
い
つ
も

の
こ
と
」
と
落
ち
着
き
払
っ

て
い
た
。
開
式
時
間
か
ら

4
0
分
が
過
ぎ
た
頃
だ
っ
た
。

駐
車
場
の
方
を
眺
め
て
い
た

親
族
た
ち
が
、「
来
た
来
た
」

と
ざ
わ
つ
い
た
。
目
を
や
る

と
、
駐
車
場
に
車
を
停
め
、

全
速
力
で
玄
関
に
向
か
っ
て

い
る
ご
住
職
の
姿
が
見
え
た
。

走
る
姿
は
、
ま
る
で
モ
モ
ン
ガ

　
キ
ラ
キ
ラ
の
袈
裟
が
風
に

舞
っ
て
い
る
。「
慌
て
と
る
、

慌
て
と
る
。
モ
モ
ン
ガ
の
よ
う

だ
」
初
老
の
男
性
が
そ
う
呟

い
た
。
折
し
も
季
節
は
冬
で
、

外
は
新
雪
が
チ
ラ
つ
い
て
い

る
。
雪
原
を
滑
空
す
る
エ
ゾ

モ
モ
ン
ガ
が
わ
た
し
の
脳
内

に
浮
か
ん
だ
。
式
場
入
口
で

開
式
の
鈴
を
「
チ
ー
ン
」
と

鳴
ら
し
て
ご
住
職
は
式
場
に

滑
り
込
む
の
で
あ
っ
た
。

葬儀社員は見た！ 私が出会ってきたユニークなお坊さんたち①

【
東
照
公
の
ご
遺
訓
】

 

忍
耐
の
中
か
ら
様
々
な
「
気

づ
き
」
を
得
た
徳
川
家
康
に

学
び
ま
す
。

❺
決
断
は
、難
し
く
な
い
、

難
し
い
の
は
そ
の
前
の
熟

慮
で
あ
る
。

現
代
訳
：
決
断
は
、一
瞬
に
し

て
出
す
事
が
で
き
る
。
大
切
な

の
は
、
そ
こ
に
至
る
過
程
で
ど

れ
だ
け
深
く
考
え
る
事
が
で

き
た
か
だ
。

　
三
方
ヶ
原
の
戦
い
に
お
い

て
、
武
田
信
玄
に
自
分
の
城

の
前
を
素
通
り
さ
れ
た
こ
と

に
腹
を
立
て
、
家
臣
の
言
う

こ
と
も
聞
か
ず
に
出
陣
し
て

返
り
討
ち
に
あ
い
、
命
か
ら

が
ら
逃
げ
帰
る
始
末
。
こ
の

戦
い
を
深
く
反
省
し
、
こ
の

後
は
熟
慮
を
重
ね
て
、
行
動

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

慎
重
に
丁
寧
に
考
え
準
備
す

る
こ
と
こ
そ
、
決
断
す
る
時

に
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
は

良
い
結
果
を
得
ら
れ
る
と
い

う
言
葉
で
す
。
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「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）

明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
年
）

文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

文
化
二
年（
一
八
〇
五
年
）

嘉
永
二
年（
一
八
四
九
年
）

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
年
）

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
年
）

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
年
）

文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

一

日

（
月
）

二

日

（
火
）

三

日

（
水
）

四

日

（
木
）

五

日

（
金
）

六

日

（
土
）

八

日

（
月
）

九

日

（
火
）

十

日

（
水
）

十
一
日
（
木
）

十
二
日
（
金
）

十
三
日
（
土
）

十
四
日
（
日
）

十
五
日
（
月
）

十
六
日
（
火
）

十
七
日
（
水
）

十
八
日
（
木
）

十
九
日
（
金
）

二
十
日
（
土
）

二
十
一
日
（
日
）

二
十
三
日
（
火
）

二
十
四
日
（
水
）

二
十
五
日
（
木
）

二
十
六
日
（
金
）

二
十
七
日
（
土
）

二
十
二
日
（
月
）

二
十
九
日
（
月
）

三
十
日
（
火
）

二
十
八
日
（
日
）

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）

七

日

（
日
）

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

  
 

 

 

 
 

 

 

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

二
十
九
日
（
月
）

 
 

三
十
日
（
火
）

 

三
十
日
（
火
）

応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
年
）

三
十
一
日
（
水
）

 

友
引

(4)  
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「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）

明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
年
）

文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

文
化
二
年（
一
八
〇
五
年
）

嘉
永
二
年（
一
八
四
九
年
）

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
年
）

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
年
）

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
年
）

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）

平
成
元
年（
一
九
八
九
年
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
年
）

文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

一

日

（
月
）

二

日

（
火
）

三

日

（
水
）

四

日

（
木
）

五

日

（
金
）

六

日

（
土
）

八

日

（
月
）

九

日

（
火
）

十

日

（
水
）

十
一
日
（
木
）

十
二
日
（
金
）

十
三
日
（
土
）

十
四
日
（
日
）

十
五
日
（
月
）

十
六
日
（
火
）

十
七
日
（
水
）

十
八
日
（
木
）

十
九
日
（
金
）

二
十
日
（
土
）

二
十
一
日
（
日
）

二
十
三
日
（
火
）

二
十
四
日
（
水
）

二
十
五
日
（
木
）

二
十
六
日
（
金
）

二
十
七
日
（
土
）

二
十
二
日
（
月
）

二
十
九
日
（
月
）

三
十
日
（
火
）

二
十
八
日
（
日
）

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）

七

日

（
日
）

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

  
 

 

 

 
 

 

 

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

二
十
九
日
（
月
）

 
 

三
十
日
（
火
）

 

三
十
日
（
火
）

応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
年
）

三
十
一
日
（
水
）

 

友
引

(5)  
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日
本
で
認
知
症
に
な
り

に
く
い
地
域
は
ど
こ
か
。
厚

生
労
働
省
が
調
査
・
発
表
し

て
い
る
国
民
生
活
基
礎
調

査
を
も
と
に
週
刊
現
代
が

取
材
す
る
中
、
日
本
で
は
鹿

児
島
県
、奈
良
県
の
二
県
が
、

極
め
て
「
認
知
症
に
な
り
に

く
い
」
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

6
5
歳
以
上
人
口
の
う

ち
、
認
知
症
患
者
の
割
合
が

4
7
都
道
府
県
中
、
最
も
低

か
っ
た
の
は
鹿
児
島
県
の

1
・
3
7
％
、
次
い
で
奈
良

県
の
1
・
4
4
％
と
な
っ
て

い
る
。
2
・
9
9
％
と
最
も

割
合
が
高
い
滋
賀
県
の
、
な

ん
と
半
分
以
下
の
数
値
。
こ

の
二
県
は
他
の
地
域
と
い
っ

た
い
何
が
違
う
の
か
―

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
競
技
人

口
が
全
国
1
位

　

鹿
児
島
市
、
朝
の
8
時

半
。
共
研
公
園
の
敷
地
内
で

男
女
2
0
人
ほ
ど
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
興
じ
て
い
る
。

参
加
者
の
一
人
で
あ
る
花
田

勝
さ
ん
に
声
を
か
け
て
み

た
。「
私
は
今
年
8
0
歳
で
、

週
に
3
回
は
公
園
に
集
ま
っ

て
、
8
時
半
か
ら
1
0
時
ま

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し

て
い
ま
す
」。
実
は
鹿
児
島

県
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

競
技
人
口
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
競
技
人
口
が
、
と
も
に
全

国
で
1
位
だ
。
多
く
の
人
が

こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
体
力
だ
け
で

は
な
く
脳
力
の
強
化
に
も
一

役
買
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

　
い
の
く
ち
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
で
認
知
症
専

門
医
の
遠
藤
英
俊
氏
が
語

る
。「
ス
ポ
ー
ツ
で
誰
か
と
競

う
こ
と
で
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が

分
泌
さ
れ
、
活
動
意
欲
が
高

ま
り
ま
す
。
特
に
ゴ
ル
フ
か

ら
派
生
し
た
ス
ポ
ー
ツ
は
数

を
数
え
て
空
間
を
認
知
す
る

の
で
、
脳
の
血
流
量
も
増
え
て

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の

原
因
物
質
で
あ
る
ア
ミ
ロ
イ

ド
β
を
脳
に
溜
め
に
く
く
す

る
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の
で
す
」

そ
の
後
は
酒
を
片
手
に
カ
ラ
オ
ケ

　

花
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の

日
は
1
1
時
か
ら
カ
ラ
オ
ケ

会
も
開
催
さ
れ
る
と
い
う
。

花
田
さ
ん
と
と
も
に
、
公
園

近
く
の
カ
ラ
オ
ケ
パ
ブ
へ
と
向

か
っ
た
。
店
内
に
入
る
と
、
す

で
に
7
0
〜
8
0
代
ま
で
の
男

女
5
人
ず
つ
の
参
加
者
が

揃
っ
て
い
る
。
恰
好
を
見
て
み

る
と
、
男
性
陣
は
み
な
カ
ジ
ュ

ア
ル
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
り
、

女
性
陣
も
レ
ー
ス
の
あ
し
ら

わ
れ
た
お
洒
落
な
装
い
に
身

を
包
ん
で
い
た
。
乾
杯
す
る

と
、
巻
き
寿
司
や
鶏
肉
が
入
っ

た
出
汁
ベ
ー
ス
の
煮
物
な
ど

軽
食
を
ほ
お
ば
る
。
鶏
肉
に

含
ま
れ
る
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
は

脳
細
胞
を
活
性
化
す
る
た
め
、

こ
う
し
た
食
品
も
認
知
症
予

防
に
一
役
買
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

鹿
児
島
県
の
認
知
症
高
齢
者
が

日
本
一
少
な
い
意
外
な
理
由

2
0
2
3
年
4
月
1
・
8
日
号
　
週
刊
現
代

　

遺
影
作
成
サ
ー
ビ
ス
国

内
ト
ッ
プ
の
株
式
会
社
ア

ス
カ
ネ
ッ
ト
（
広
島
県
）

は
、
過
去
に
喪
主
経
験
が

あ
る
4
0
代
以
上
の
男
女

4
0
0
名
を
対
象
に
お
葬

式
で
や
っ
て
よ
か
っ
た
こ

と
に
関
す
る
調
査
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

や
っ
て
よ
か
っ
た
演
出

は
、
生
花
を
飾
る
こ
と

　

葬
儀
で
や
っ
て
よ
か
っ

た
と
感
じ
る
演
出
で
一
番

多
か
っ
た
回
答
は
「
生
花

を
飾
る(

1
3
7
名)

」、

続
い
て
「
故
人
と
同
じ
部

屋
で
過
ご
す(

1
0
3

名)

」、「
思
い
出
コ
ー
ナ
ー

(

4
9
名)

」
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。生
花(

供

花)

は
故
人
に
贈
る
最
後

の
送
り
物
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
ど
の
葬
儀
形
式
に

お
い
て
も
「
生
花
を
飾
る
」

こ
と
を
重
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

思
い
出
の
品
や
写
真

を
飾
っ
た
人
は
、
葬
儀

の
満
足
度
が
高
い

　

葬
儀
と
写
真
に
関
す
る

調
査
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
葬
儀
で
故
人
の
思
い

出
の
品
や
写
真
等
を
式
場

に
飾
っ
た
か
を
質
問
し
た

と
こ
ろ
、「
飾
ら
な
か
っ
た
」

が
5
1
・
2
％
と
、
飾
ら

な
か
っ
た
人
の
割
合
が
多

い
結
果
で
し
た
が
、
写
真

を
飾
っ
た
方
に
対
し
て
、

参
列
者
や
親
族
か
ら
の
反

応
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
よ
か
っ
た
（
4
4
・

1
%
）、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
よ
か
っ
た
（
5
2
・

8
%
）
と
約
9
割
が
満
足

さ
れ
る
回
答
で
し
た
。
ま

た
「
葬
儀
を
や
っ
て
よ

か
っ
た
」「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
よ
か
っ
た
」
と
答

え
た
方
は
、「
飾
ら
な
か
っ

た
」
場
合
が
8
5
％
に
対

し
、「
飾
っ
た
」
場
合
が

9
8
％
と
高
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
思
い
出
の
品

や
写
真
を
飾
る
こ
と
が
葬

儀
の
満
足
度
を
上
げ
る
要

因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

葬
儀
で
感
動
し
た
事
、

葬
儀
社
に
任
せ
て
良

か
っ
た
事
ベ
ス
ト
３

　

葬
儀
で
感
動
し
た
こ
と

に
関
し
て
、
最
も
多
か
っ

た
回
答
は
「
葬
儀
社
の
対

応
（
1
3
3
名
）」
で
、
2

番
目
は
「
多
く
の
参
列
者

が
集
ま
っ
て
く
れ
た
こ
と

（
9
9
名
）」、
3
番
目
は

「
祭
壇
の
飾
り
つ
け
（
8
2

名
）」
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
葬
儀
を
お
こ

な
う
に
あ
た
り
、
喪
主
や

ご
遺
族
の
目
線
に
な
っ
て

提
案
、
相
談
を
す
る
そ
の

姿
勢
に
感
動
し
た
こ
と
で

「
葬
儀
社
の
対
応
」が
入
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

葬
儀
社
に
任
せ
て
よ

か
っ
た
事
と
し
て
多
く
上

げ
ら
れ
た
回
答
は
、「
葬

儀
の
飾
り
つ
け
（
2
6
3

名
）」
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
他
に
は
「
食
事
の
手
配

（
1
7
3
名
）」、「
返
礼
品

の
選
定
（
1
0
6
名
）」
と

続
き
ま
し
た
。

喪主の経験がある40代以上の男女に調査

葬儀で最も感動したのは「葬儀社の対応」
2023年4月3日
PR TIMES
（株式会社アスカネット）
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必
要
以
上
に
悲
し
ま

な
い 

セ
・
ラ
・
ヴ
ィ

【
フ
ラ
ン
ス
】

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
ど
こ
の

誰
が
亡
く
な
っ
た
」
と
い
う

情
報
は
、
地
域
新
聞
で
知
る

こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
の
お
葬
式
は

カ
ト
リ
ッ
ク
式
が
一
般
的
。

お
葬
式
は
、
神
父
に
よ
る
聖

書
の
朗
読
や
参
列
者
に
よ

る
聖
歌
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
参
列
者
は
、
遺
体
の
足

元
に
置
か
れ
た
聖
水
入
り

の
器
に
棒
を
湿
ら
せ
、
十
字

を
切
り
な
が
ら
聖
水
を
か

け
、
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
香
典
の
習

慣
が
あ
り
ま
せ
ん
。
親
し
い

世界
のお葬式

友
人
や
お
世
話
に
な
っ
た
方

に
何
か
し
た
い
場
合
は
、
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
を

渡
す
よ
う
で
す
。

　
服
装
は
、
喪
主
は
黒
い
服

を
着
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
参
列
者
は
肌
を
露
出
し

な
い
な
ら
自
由
で
す
。
春
夏

に
は
、
ピ
ン
ク
や
赤
な
ど
の

明
る
い
色
の
服
を
着
て
参

列
す
る
人
も
い
る
そ
う
で

す
。
埋
葬
に
つ
い
て
は
、
伝

統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
習

慣
か
ら
ま
だ
土
葬
が
多
い
も

の
の
、
土
地
不
足
や
衛
生
面

の
観
点
か
ら
昨
今
で
は
火

葬
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
火
葬
さ
れ
た
遺
骨
は
、

陶
器
や
大
理
石
で
作
ら
れ

た
オ
シ
ャ
レ
な
骨
壷
に
収
め

ら
れ
、
ご
自
宅
に
持
ち
帰
っ

て
リ
ビ
ン
グ
に
飾
る
方
が
多

い
そ
う
で
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
親
し
い

人
が
亡
く
な
っ
て
も
必
要
以

上
に
悲
し
む
こ
と
は
し
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら「
セ・ラ・ヴ
ィ

（
そ
れ
が
人
生
さ
）」
と
い
う

考
え
方
が
根
底
に
あ
る
か

ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

お花 & 法要グッズ あれこれ…

2
0
2
3
年
3
月
1
1
日

 

P
R 

T
I
M
E
S

(

合
同
会
社 

M
a
k
i
m
a)

 

2
0
2
3
年
1
月
2
5
日 

株
式
会
社
日
本
香
堂 

ど
の
く
ら
い
の
頻
度

で
お
花
を
買
い
ま
す

か
？
を
ア
ン
ケ
ー
ト

　
お
花
の
サ
ブ
ス
ク
定
期
便

(

合
同
会
社 
M
a
k
i
m
a)

は
、
全
国
の
1
0
代
以
降

の
男
女
の
方
を
対
象
に「
お

花
の
購
入
頻
度
」
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

1
位
：
年
に
1
回
程
度
、
2

位
：
2
.
3
か
月
に
1
回
程

度
、
3
位
：
半
年
に
1
回
程

度
、
4
位：全
く
買
わ
な
い
、

5
位：月
に
1.
2
回
程
度
、

6
位
：
週
に
1
回
程
度

　
回
答
の
理
由
と
し
て
、

誕
生
日
や
母
の
日
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
渡
し
て
い
る
、母
の
日
、

取
引
先
の
お
祝
い
に
買
う

と
い
っ
た
意
見
が
数
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お

花
を
買
う
上
で
の
参
考
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

世
界
初
!
青
い
バ
ラ

の
香
り
の
お
線
香
　

　
　
株
式
会
社
日
本
香
堂

は
、
世
界
中
の
育
種
家
や

薔
薇
愛
好
家
が
長
い
間
憧

れ
続
け
な
が
ら
も
、
自
然

界
に
は
存
在
し
な
い
と
い

わ
れ
、
不
可
能
の
シ
ン
ボ
ル

と
さ
れ
て
き
た
青
い
バ
ラ

の
香
り
の
お
線
香
「
花
風

プ
ラ
チ
ナ 

ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
」

を
香
り
の
専
門
店
、
仏
壇

店
、
百
貨
店
等
で
発
売
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
が
開
発
し

た
世
界
初
の
青
い
バ
ラ
。

そ
の
香
り
を
テ
ー
マ
に

し
た
お
線
香

　
神
話
や
物
語
、
詩
の
中

に
姿
を
み
せ
な
が
ら
も
、

自
然
界
に
は
存
在
し
な
い

と
言
わ
れ
て
い
た
ブ
ル
ー

ロ
ー
ズ
。
長
い
年
月
を
か
け

て
よ
う
や
く
花
ひ
ら
い
た

世
界
初
の
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ

は
、
夜
が
明
け
た
ば
か
り

の
空
を
思
わ
せ
る
、
ほ
の
か

新
た
な
弔
慰
用
電
報

台
紙
「
寝
か
せ
る
線

香
皿 

清
香
」

　
N
T
T
東
日
本
は
、
新

た
に
弔
慰
用
電
報
台
紙「
寝

か
せ
る
線
香
皿
　
清
香
」

を
販
売
開
始
い
た
し
ま
す
。

お
線
香
を
横
置
き
で
使
用

で
き
る
有
田
焼
製
の
香
炉

で
す
。
蓋
を
し
て
使
用
す

る
こ
と
で
灰
の
飛
び
散
り

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

葬
儀
や
告
別
式
等
、
お
悔

や
み
の
場
は
も
ち
ろ
ん
、
法

事
に
参
加
で
き
な
い
場
合

や
後
か
ら
訃
報
を
知
っ
た

場
合
な
ど
で
も
、
故
人
を

偲
ぶ
哀
悼
の
意
を
お
伝
え

す
る
贈
り
物
と
し
て
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

な
青
さ
。つ
ぼ
み
が
開
く

と
と
も
に
放
た
れ
る
香
り

を
再
現
し
た
お
線
香
で
す
。

　
バ
ラ
の
香
り
は
一
般
的

に
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
で

す
が
、
バ
ラ
に
は
、
７
つ
ほ

ど
の
香
り
の
系
統
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ブ

ル
ー
ロ
ー
ズ
の
香
り
の
系

統
は
「
ブ
ル
ー
」。
特
徴
と

し
て
、レ
モ
ン
の
よ
う
な
柑

橘
系
の
さ
わ
や
か
さ
を
含

み
ま
す
。「
花
風
プ
ラ
チ
ナ 

ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
」
は
、
生
花

の
香
り
そ
の
も
の
を
伝
え

る
創
香
で
、
祈
り
の
シ
ー
ン

に
と
け
込
む
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
ラ
ル
調
の
さ
わ
や
か

さ
が
特
徴
の
、
麗
し
く
上

品
な
香
り
で
す
。

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。 ※記事内容は掲載スペースに応じて編集させていただきました。

2023年 3月 23日
NTT東日本
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５月（皐月・May）

１日（1851年）

ロンドンで世界初の
万国博覧会が開幕。
ヴィクトリア女王が開
会宣言をする。40カ
国が参加。

第１回万国
博覧会が開幕

2日（1952年）

イギリスで世界初の
ジェット旅客機「コメッ
ト」が就航。初年度だ
けで3万人が搭乗する
人気を博す。

ジェット旅客機
「コメット」就航

3日（1947年）

国民主権、基本的人
権の尊重、象徴天皇
制、戦争の放棄と戦
力の不保持などが定
められている。

「日本国憲法」
施行

4日（1936年）

阪神タイガースの藤
井勇が、日本プロ野
球の公式戦で初めて
の本塁打を記録す
る。

プロ野球初の
本塁打

7日（1888年）

植物学者の伊藤圭
介、数学者の菊池大
麓、物理学者の山川
健次郎ら25人に授与
される。

日本発の
博士号が授与

8日（1987年）

俵万智の第１歌集で、 
280万部のベストセ
ラーとなり、新しい
現代短歌の先駆けと
なる。

「サラダ記念日」
が出版

9日（1929年）

新宿の「武蔵野館」で
日本初のトーキー映
画が公開。アメリカの
短編映画が上映され
る。

日本発のトーキー
映画が公開

10日（1988年）

本州と四国を結ぶ橋
「瀬戸大橋」が開通。
道路と鉄道の併用橋
としては世界最大。

瀬戸大橋が
開通

13日（1972年）

大阪の千日デパート
で起きた火災で、死者
は118名。日本のビル
火災史上最悪の大惨
事。

千日デパート
火災発生

14日（2007年）

日本国憲法改正の手
続きを定める「国民投
票法」が成立。2010年
5月18日に施行され
た。

「国民投票法」
が成立

15日（1972年）

沖縄の施政権がアメ
リカから日本に返還
される。これにより人
口９５万人の「沖縄
県」が発足。

沖縄が日本に
返還

16日（1689年）

松尾芭蕉が「奥の細
道」の旅へ旅立った。
それにちなんで「旅の
日」と制定されてい
る。

松尾芭蕉が
「奥の細道」の旅へ

19日（1952年）

ボクシングの白井義
男がダト・マリノに判
定勝ち。日本初の世
界フライ級チャンピオ
ンに。

白井義男が世界
チャンピオンに

20日（1941年）

東京湾が大型船が入
港可能な外国貿易港
として開港。都はこの
日を「東京湾開港記
念日」に。

東京湾が
開港

21日（1934年）

東京・渋谷駅前に忠
犬ハチ公像が建立さ
れた。モデルとなった
ハチ公も除幕式に列
席した。

渋谷駅前に
忠犬ハチ公像建立

22日（1884年）

フランス･パリで「自由
の女神像」が完成。翌
年、像は214個に分解
され米国・ニューヨー
クへ。

「自由の女神」
が完成

25日（1889年）

山陽鉄道の京都～三
田尻（現：防府）間の急
行列車に日本初の食
堂車が登場。メニュー
は洋食のみ。

日本発の
食堂車が登場

26日（2011年）

ユネスコの歴史的記
録遺産をデジタル技
術で保存する「世界
の記憶」に山本作兵
衛の作品が登録。

「世界の記憶」に
日本で初登録

5日（2012年）

北海道の泊原子力発
電所の3号機が発電
を停止。日本国内の原
子力発電所の稼働基
数がゼロに。

原発の稼働
基数がゼロに

6日（2005年）

日本のプロ野球で初
のセ・パ交流戦が開
幕。初の優勝チーム
は千葉ロッテマリーン
ズ。

セ・パ交流戦
開幕

11日（1970年）

登山家の植村直己が
松浦輝夫と共にエベ
レスト登頂に成功。日
本人初の登頂者とな
る。

エベレストに
日本人初登頂

12日（1964年）

東京12チャンネル（現
テレビ東京）が開局。
当初は民放ながら広
告を流さない放送局
であった。

テレビ東京が
開局

17日（1985年）

女性差別撤廃条約批
准に向けて制定され
た「男女雇用機会均
等法」が可決成立す
る。

「男女雇用機会
均等法」が成立

18日（1964年）

東京・新宿駅東口に
新宿民衆駅ビル「新
宿駅ビル」が完成。コ
インロッカーが初登
場。

コインロッカー
初登場

23日（1980年）

第23回カンヌ国際映
画祭で、黒沢明監督
の「影武者」がグラン
プリを受賞。主演は中
代達矢。

「影武者」が
グランプリ受賞

24日（1903年）

「神戸ゴルフ倶楽部」
がオープン。イギリス
人貿易商A.H.グルー
ムによって六甲山に
造られる。

日本発のゴルフ
場がオープン

29日（1928年）

鉄道省が民間と共同
開発した日本初の国
産電気自動車の試運
転が横浜で行われ
る。

日本発の
電気機関車誕生

30日（1966年）

「週間少年マガジン」
で「巨人の星」の連載
が始まる。TVアニメ
化もされスポ根ブー
ムに。

「巨人の星」
が連載開始

31日（1891年）

ロシアのモスクワか
らシベリア地帯を横
断してウラジオストッ
クに至る世界最長の
鉄道。

シベリア鉄道
の起工式

27日（1937年）

アメリカ西海岸のサ
ンフランシスコの金
門橋（ゴールデンゲー
ト・ブリッジ）が完成
する。

サンフランシスコ
の金門橋完成

28日（1967年）

イギリスの海洋冒険
家チェスターがヨット
で世界一周し、イギリ
スのプリマス湾に戻
る。

ヨットで
世界一周に成功

(８)  
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